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猛暑日が続く中イチジクの夜間収穫しませんか 

－ 作業者の健康、品質管理の徹底を呼びかけ － 

 JA ふくおか嘉穂いちじく部会は、「とよみつひめ」の本格的な出荷が始まる前の令和

8 年７月２９日に JA 本所集出荷場で２３名の部会員が参加し、出荷目合せ会を行いまし

た。 

同部会は、販売金額 1 億円突破を目標に取組みを行っていますが、いちじく生産は、高

齢者が多く、夏場から秋にかけて約２ヶ月半収穫作業が毎日続くため、熱中症を含め生産

者の身体的な負担が大きく、面積縮小要因にもなっています。 

目合せ会では、普及指導センターから夏期管理について説明を行いました。特に、近年

の異常高温対策として、管内で唯一の夜間収穫事例ついて報告しました。暑さ指数

（WBGT）の低い時間帯に収穫をすることで生産者の負担を軽減でき、果実品温が低い時

間帯に収穫することで品質を高く維持できることを報告しました。その後の意見交換では、

参加者からは夜間収穫に取り組んでみたいとの声が複数寄せられました。 

普及指導センターは、今後もいちじくの高品質安定生産や、生産者が健康で栽培を続け

られるよう関係機関と連携し支援します。 
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問合せ先 

  ＴＥＬ  ０９４８（２３）４１５４ 
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    e-mail iizuka-dlc@pref.fukuoka.lg.jp 
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